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【表1 : World History for Us All の全体構成】
パノラマ（小縮尺） ラ ンド スケープ（ 中縮尺）
クローズア ップ（大縮尺）
（多くは未発表，発表分 のみ示 す）
Ｏ 歴史・地理・時間 0.1 学習 の受 け皿を得 る: 時間・空間・歴史 のマ ップ
0.2 ピ ック・ジオグラフィー（Ｂ汝Geography ） 入門
１ 大きな時代区分１
人 間と宇 宙, 130 億～
20万 年前
L1 人間 の歴史 の地平 線, 130 億～400万年前




2.1 世界 に広がる人 類，20万 ～１万 ５千年前





3.1 植物 の栽培 と勁物の飼育， 紀元前10,000－紀元 前4000 年
3.2 世界 中の晨民 たち， 紀元前10,000－紀元 前1500年 3.2.5 朝鮮， 混乱から安定へ
3.3 河 谷とア フロ ユ ーラ シア の複雑 な社 会， 紀 元前4000 － 紀元前
1500
3.4 アフロユーラシアでの移住と軍事，紀元前2000- 紀元前1000 年
3.5 アメリカにおけ る初期 の複雑な社会， 紀元 前2000 －紀元前1000
年
3.6 オー スト ラリアと太平洋 海域で移動 する人々，紀元 前10,000-






4.1 インド から地中海まで: 権力と貿易，紀元前1200 年 一紀元前600
年
4.2　東 アジア における複雑 な社会 の拡大，紀 元前1200 年 一紀元前
300年
4.2.1 中国 の思想 のシステム: 儒観 道教， 仏教， 紀
元前581- 紀元 後1368
4.3 サハラ以南 のアフリカにおけ る移民 と変化， 紀元前1000 年 一紀
元後200年
4.6 アメ リカ の帝国や 都市 国家， 紀元前800 年 一紀元 後500年4.4 イ
ンド から地中海まで: ギリ シャとペルシャの権力の時代， 紀元 前
600年 一紀元 前200年
4.4ユ 仏教 の芽生え，紀元前563年 一紀元後150
4.4.2ペ ルシ ャの圧迫:ペル シャ帝 国，紀元 前550 一紀
元前479
4.5 アフロユ ーラ シア の巨大帝国， 紀元前300年 一紀元後200年 4.5.1ロ ーマの美 術と建築， 紀元前500－紀元後400
4.5.2ロ ーマの奴 隷， 紀元 前100－紀元後450
4.5.3 古代ロ ーマの女 性の暮 らし，紀 元前200 一紀元
後250
4.6 アメリカの帝国や 都市国家，紀元前800年 一紀元後500年
５ 大 きな 時代区分 ５
地 域 間 統 合 の様 式，
300 －1500年
5.1 アフロユ ーラ シア興隆 の数世紀, 300-600 年
5.2 アフロユ ーラ シア とイ スラームの登 場，600 －1000 年
5.3 半球をこえ たネ ット ワークの確 立, 1000-1250 年 5.3.1西 アフリカの地 理・気 候・歴史, 500-1600
5.4 モンゴルの時代, 1200-1400 年
5.5 惨事と回復, 1300-1500 年 5.5.1災難 に向き合う:14 世紀の黒死病, 1330-1355
5.6 アメリカ におけ る相互作用 の球面
６ 大 きな 時代区分 ６
地球的な 大収 縮，
1400-1800 年
6.1 海洋の冒険 と諸大 陸の接続, 1400-1550 年
6.2 コロ ンブ スの取引 とそ の結果, 1400-1650 年
6.3 銃を持った支配者: 強国の台頭, 1400-1700 年
6.4ｸ ｀゛ロ ーバル経済 の形成, 1500-1800 年
6.5 大西洋世界 の形成, 1500-1800 年
6.6 科学革命, 1500-1800 年 6.6.1啓蒙思想 のりーダーたち
6.7 主要宗教のおおきな広 がり, 1500-1800 年 6.7.1プ・ テスタントの宗教改革




7.1 世界的出来事 として の産業革 命, 1750-1850 7.1.20居 間:1800-1900
7.2 世界的出来事 として の大 西洋革 命, 1750-1830
7.3 人々と政府: 全く新しい世界, 1830-1900
7.4 忙しい人類:19 世 紀の集団移住, 1830-1914
7.5 植民地主義 の経験, 1850-1914
7.6 新しいアイデ ンテ ィテ ィ： ナショナリズ ムと宗教, 1850-1914




8.1 第一次世界大戦 の原因 と結果
8.2 1920年代と1930 年代 の平和 と安定 への模索
8.3 世界大恐慌
8.4植民地帝国のナ ショ ナリズムと社 会変化
8.5 第二 次世界大戦 の原因 と結果
8.6 科学技術革命
8.7 環境の変化: 急加 速




9.1 第二 次世界大戦後 の世界政治 とグローバル経済
9.2 二大超大国 と冷戦
9.3 王国の群衆
9.4 1950年以降 の富 と貧困
9.5 ゆがんだスピード の世界，技術 とコンピュータ革命
9.6 1950年以 降の人口爆発 と環境 の変化
9.7 グローバルな結びつき と文化 のトレ ント
10 お わ り に:
過 去を
省 み，未来を考え る
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【 資 料1　 「7.6 新 し い ア イ デ ン テ ィ テ ィ ： ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 宗 教,  1850-1914 」 の 授 業 構 成 】
Ｉ． 単元名
新しいアイデ ンティティ： ナショナリズムと宗教, 1850-1914
H. 教材観
近代を通して， ナショ ナリズ ムと宗教は， 人々を分 割したり結合させたりする重要な役割を演じた。 ナショ ナリズ ムと宗教は，世界中の多 くの人 々の
アイデンティティを形成し，価値や望みを共有するコミュニ ティーを生 みだしている。ナショナリズムという新しい イデオロギーは，18世紀後半 の大西
洋革命の時代に出現し，19世紀 から20世紀にかけて技術や自由主義および帝 国主義といった重要な変化を もたらす力を収斂し，拡大し， 成長 し続けた。1
9世紀の後半に西ヨーロ ッパ から南北アメリカ・アフリカ・アジアへと広がったナショナリズ ムの勁きとして，人 々はこれまでには見 られなかった忠 誠心
やアイデンティティを伴う国家を形成し始めたo
この期間には， 世俗的な文化 も広かったが，人々は宗教によって自 らを定義し続けた。宗教的なアイデンティティは国家的なアイデンティティと衝突
することもあったか，逆に拍車をかけるこ ともあ った。この単元の焦点は, 1850-1914 年のナショナリズムと宗教の複雑な関係を扱うｏ この二つの大きな
力 について学 ぶことによって，生 徒は第一次世界大戦前夜 に存在した緊張と，20世紀から21世紀まで継続す る紛争や変 化を理解することかできるだろうｏ
この単元は「大きな時代 ７」 の最後に位置し，19世紀の移民，植民地主義，帝国主義，革命，自由主 義的改革な どを含 んだこの時代の学習の成果を生
かすようにな ってい る。
Ⅲ。単元の構成（4～6授業時間配当）
Lessonl　 ナショ ナリズムの概念 の形成
Lesson2　 新しいアイデ ンティティ:インドとオスマン帝 国におけるナショナリズムの発展(1850-1914)
Lesson3　 ナショ ナリズ ム，帝 国主義，宗教
Lesson4 古い アイデ ンティティを保つための戦い
IV. 単元 の目標
この単元を全て行え ば，生徒は次のようなこ とができるようになる。
１ バルカ'ン半島とエジプトでの19世紀末～20世紀のナショナリズムの事例を分析し， ナショ ナリズムの概念を定義する。
２　ナショナリズ ムと宗教と帝国主義の関係を分析 するO
3　 オスマン帝国における緊張と紛争の源としてのナショナリズムの重要性について評価する
４　日本 とエ ジプトにおける，社会 と政治の変化のナショナリズ ムと宗教への関連を分析する。
５　ナショナリズ ムと宗教の役割 に焦点化して， 西洋の膨張への反発を述べる。
Ｖ。授業展開








《概要》 ナショナリズム は18 ・ 19世紀 の大西洋革命 によ って 出現
前 は，人 々は， 地域・地方・宗教 的共 同体， そして王朝 に忠誠 心
わるものではなか ったか， そうい ったものか ら発達 し，19 世紀を
ためにグル ープで 作業を し，18 世紀末か ら19世紀初 めにお けるナ
《ア クティビティ》19世紀に， どのよう にして世界各地 の人 々は
新しい アイデ ンティティを受 け入れたか。そ のアイデ ンテ ィティ
は国家 と結合 するものであるが， この複雑な概念を定義 すること
か らこ のレ ッスンを始 める。
工． ３～ ４の グル ープ に分 かれ， 資料1.1 (「 ナショナ リズムの事
例コ に示さ れたナ ショ ナリズ ムにつ いての事 例を ３つ読 み，
グループで類似 点を見つ ける。（ この類似点を ナショナリ ズム
の特徴 と位 置付ける｡）
２．類似点 のリストを元 に， 座標軸を作 って，そ れぞ れの類 似性
をテ スト する。 必要があればリ ストを修正す る。
３． クラス全員で， 事例から識別した特徴 について話 し合 う。 そ
して，黒 板や ＯＨＰ に特 徴を記録す る。 各グループが特徴を 提
案し た後， ナショナリズムの学問的な定義 に基づ く，次 のよう
な特徴を 紹介するo
・歴史，言語，人 種， 民族など に基づいた共通 のアイデンティ
テ ィを持つ。
・ アイデ ンティティを共有し， 結びついてい る人 間の集 団を信
じ る。
・他 の集 団や個人 の利 益より国家へ の忠誠を 優先 する。
・国家 の利 益のために政治的な要求，特 に独立す る権利を主 張
する。
４．上 の４点 につ いて， 同意できるか，そ れとも同意で きないか
考え る。 ナショナリズムの特徴 として，こ のクラスではどのよ
うな意見 の一致 かできるか。 合意でき た特徴を もとに， もうひ
とつ 座標軸を 作る。
５．資 料1.2 (「 ナショナリズム の事 例か否か」） の事例 の中には，
我 々か考え たナショナリズムの座標軸 に当て はまらない ものも
あ る。そ れぞれナショナリズム の事例か どう か，再 びグループ
に分 かれ， 話し合う。
６．そ れぞ れの事 例がなぜナショ ナリ ズムの事 例な のか， または
そうでな いのかについて議論する。 事例 とは言えな いものにつ
いて は， どのような変 更が必要かについて，考え る｡.過去 のま
た は現在 のナショナリズムの事例について知 ってい るこ とがあ
れ ば紹介 する。
７．こ れまで の特徴 につ いての考察をも とに， ナショナリズムの
定義を クラ スで まとめる。（ この定義 は印刷して，忘 れない よ







しいイデオロ ギーであり， 急速 に世界各地 に広がった。 19世紀以
ていた。 ナショナリズムはそういっ た王朝 や宗 教への忠誠心 に代
:成長し続 けた。 Lessenlで は， ナショナリ ズムの概念を 理解す る
リズムの代表的な事例を学習す る。
|資料1.1は， ①イ タリア統一過 程， ②清の義 和団事件， ③メ キ
シコ のフ アレ ス時代 といった， ３つの出来事の紹介であ るこ と
か ら，類似点 として， 軍事 介入， 政治介入，宗教 の介在な どが
挙げ られるので はな いか。
|資料1.2は， ①英国 の女性参政 権運動， ② ボーア戦争， ③第 １
次世界大戦前 のバルカン半 島の民 族対立といった， ３つ の出来
事 の紹介であ る。 ②がナショナリズムの　事例であり， ①はナ
ジョ ナリ ズムの事 例とは言え ず， ③はナ ショナリ ズムの影響 に








《概要》Lessen2 では，19 ・ 20世紀にオ スマ ン帝 国とイ ンド にお1
を作る。そして， この２つの地域 のナショナリズムの進展を比較
異なる地域で はナショナリズムの原因と結果は様 々であ るこ とをJ
《アクティビテ ィ》す る一方で，異 なる地域ではナショ ナリ ズム
の原因と結果は様 々であ るこ とを理 解する。
《アクティビテ ィ》前時 に整理し たナショナリズムの定義と特徴
を思い出す。 19世紀と20世紀初 頭にオスマ ン帝国とインドでなぜ，
どのよう にして ナショ ナリ ズムが発 展したかを これから見てい く
ために， それぞ れの地域 のナショナリズムの発展の年 表を作り，
比較・対照する。
１． ３～ ４のグル ープ に分か れ，第 １次資 料と第２次資料からな
る2.1 (匚オスマ ン帝 国」）と2.2 (「イ ンドコ を もとに次のよう
な手順で年表を作る。
・プリントや本にあ るそ れぞ れの資料を 読み， ナショナリズ ム
の進展に関連すると思われる出来事とその日付のメモを とる。
・グループのメ ンバ ーと話し合い，読 み取ったことをナショ ナ
リズムの特徴と定義 に当て はめて みる。
・それぞれの地域ご とに， ナショナリズムの発展について，少
なく とも ５つ の出来事を 選ぶ。 こ れらの出来事 は1850-1914
の期間から選ぶ。
・1850-1914 の年 表にそ れらの 出来 事を記 入する。 そして， そ
れぞれの出来事の下に，なぜそ の出来 事がナショナリズムの
発展に寄与していたのか について説明を記 入する。 それぞれ
の地域の人がこの時代 にどのようにアイデンティティを形成
したかも書き留める。
２． オスマン帝国とイ ンド の年表が完成し たら， クラス全員 がそ
れぞれのグル ープの選び出した 出来事を共有 できるようにし，
２つの地域の民族運動の原因を確認す る。そ して， この時代に
この２つの地域で人々は どのよう にアイデンティティを形 成し
たかについて話し合う。
３． それぞれのグル ープの年表 の類似点を 指摘 しする。 次に， こ
れらの地域でナショ ナリ ズムが発展し た理 由や方 法の違いを指
摘する。 そして，なぜこ のような違い か生じ たかにつ いて仮説
を考え る。 最終的に，こ の２つ の地域で ナショナリズムの勁き
に宗教かどのような役割を演じてい たか考え る。（この議論は，
Lessen3 で の宗 教･帝 国主 義と ナショ ナリ ズムの 関係 の考 察 に
関連する｡）
４． オスマ ン帝国 とイ ンド のナ ショナ リズ ムの学習を 通して，
Lessenl でのナ ショナリズ ムの知 識かど のように広が ったか。






ショナリズム の進展つ いて， 第１次及び第 ２次資 料を用いて年 表
する。 Lessen!で作った ナショ ナリズムの定 義を適用す る一方で，
る。
|資料2.1は， オスマ ン帝 国 に関わる資料 として, 1878 年 のベル
リン条約の抄, 1908 年 の青年ト ルコ党 宣言 の抄， オ スマ ントル
コの公教育 の写真, 1912 年 のバルカ ン半　島の地図が示してあ
る。
資料2.2は， インド に関わる資 料として, 1908 年 にテ ィラ クか
国民 会議で行った演説, 1909 年 にガ ンディーのインド統治法 に
つ いてのインタビ ュー, 1848 年 の英 国支配下 のインドの地　が
示 してある。














アブデ ュル= ハ ミト ２世 の廃位（1909 ）
・ バルカン戦争(1912-1913)
生 徒はオスマン帝国かト ルコ人， ギリシ ヤ人， ブルガリ
ア人， ルーマニア人，アルメニ ア語， タルト人， スラブ
人， シリア人，アラビア人， ユダ ヤ人 およびエジプト人















《 概要》Lessen3 で は, 1850 年か ら1914年 までの宗教 と宗 教的ア･
て もたらされた背景 となる知 識を 持ってい るこ とが望 まれる。 こ
わらず， キリ スト教 の痕跡 が依然としてヨ ーロ ッパ列強の文化や
時の人 々に大変人気のあったルドヤード･キップ リングの詩が，そ
ティを変 えることに抵抗した非西洋人 の反 応につ いて考えるLess
《アクティビティ》
1. 19 世紀中頃までの西洋文化 にお けるナショナリズム， 帝国主
義，宗教 について知 ってい ることをブレーンストーミングする。




２． 資料3.1 (「 ルドヤ ード･ キップ リングの詩⊃ を読 み， 次の ４
つの議題について クラスで討論 する。
○キップリ ングの詩 に宗教的な影響を示 す証拠としてどのよう
なものがあるか。
○キップリ ングが詩を 出版し たときに，宗 教についてのあな た
の見方は変 わったか。
○キップリ ングの詩 はナショナリズム，帝 国主 義， 宗教の間 の
関係 について何を物語 ってい るか。
Ｏ 「白人の責務」 の詩 は，英国 の帝 国主 義を 誹謗する皮肉 の詩
であると主張す る学者 がいるが， この考え について どう思う
か。
３．資 料3.2 (「 ナショナリ ズム， 帝国主義， 宗 教」）を先 ほど と
同様の議題 に着目して読 み， クラスとしてのいくつか の結論を








ティティ の役 割を紹介する。 それに は， 科学的啓蒙的思考 によっ
スンの終了 まで に，西洋文 明が宗 教的でな くな って いるにもかか
ロ ギーに重要な役割を果 たしていることか分か るはずである。当
となる。 Lessen3で は，西洋の葫権に直面 して 自らのアイデ ンティ
内容 にもつなが るものになっている。
|資料3.1は， キップリ ングの詩を ２編（「英語 の歌」 と「白人 の
使命」） 紹介してある。
|資料3.2は，Ｂ･ アンダ ーソ ンを はじめ とし た，数人 の研究者 の
ナショナリ ズム論を整理し たものである。
- 58 －
４．次 のテ ーマにつ いて， ５分間でエ ッセイを書 く。
「‾19世紀 中頃までに， ナショナリ ズム，帝国主義，宗 教ぱ 西
洋 のアイデンティティ”にどのような影響を与え たか｡」
５． 資料3.3 (匚テオド ール・ヘル ツェル の“ユダ ヤ人 国家”」）
を読 んで， 次の３つの議題を クラ スで討論 する。
○こ の文書 は， あなたの「ナ ショナリ ズム」 につ いて の理解に
さ らに寄与 するか， 変更させる ものか。
○こ の文書 は19世紀末におけるナ ショナリ ズムと宗教 の関係の
理解 にさらに寄与 するか， 変更させる ものか。
○ヘ ルツェルがユダヤ人国家を建設しよう とし たことにつ いて
正当化で きると思うか。それはなぜ正当化さ れる， またはさ
れない のか。
3.3
・あ る人 々にとって， ナショナリズムは教会へ の昔 からの忠 誠
に替 わるものだった。
・神 に 厂選ばれし者」」「文明への使命」 とい った考えによって，
宗教 はナショナリズムと帝国主義にある役割を果 たしていた。
資 料3.3は， シオニ ズ ム運 動の 指導 者で あ った ヘル ッ ェル のピ








《概要》1850 年 までに西洋 の覇権 は世界中に広か った。 いくつ か
矛盾し たけれども， ヨ ーロ ッパ列強の政治的経済的成を 拒否する
政治的 支配 から生 き残る ために西洋 の様式を どの程度受 け入れな
よう とするリーダ ーもい れば，軍事 や工 業化など の西洋化を 推し
しな がら旧来 のアイデ ンテ ィテ ィを 保持しようとし た日本 とエ ジ
で維持さ れたもの， 維持されなかった もの について考え る。
《ア クティビティ》西洋人 がヨーロ ッパや北 アメ リカ以外 の地 域
にどのよう にして「 侵入」 したか。軍事力以外 の西洋 の支配を 推
し進 めた要因 につ いて考え る。 西洋の文化・思想・事物 はどのよ
う にして 侵入 したか。 西洋人の
侵入 に反対 したアジアやアフリカについて考え る。
１． クラスの半分を 日本， 半分をエジプトの グル ープ に分 け， そ
れぞ れ資料4.1 (厂日本 における新しい アイデンティティ」），資
料4.2 (「エ ジプト におけ る新しい アイデ ンテ ィティコ およ び
教科書な どの利用可能 な資料を用いて，アイデ ンテ ィテ ィを守
る ための国家 の争いを 調べ，資料4.3, 4.4 のベ ン図を完成さ せ
る。そして，そ の後， 次の３つ の課題について討議す る。
○西洋 との接触以前 において， ナショナリズム と宗教 はどのよ
うな役割を持 ってい たか。
○旧来 のア イデ ンティティを 保持しようとする人 々と の争い に
おいて， ナショナリズムと宗 教はどのような役割を持 ってい
たか。
○西洋と の接触 の後の国家 のアイデンティティの新しい側面 に
おいて， ナショナリズムと宗 教はどのような役割を持 ってい
たか。










と って， 西洋の文 化とイデ オロ ギーは自分たちの もの とはひどく
できなか った。 非西洋のリ ーダ ーや思想家 はヨ ーロ ッパ の経済 的
な らない か検討 した。 西洋 の影響を 避けて理想的な過去 に回 帰し
う とす るリーダ ーもいた。こ のレ ッスンでは， 西洋の覇権 に直面
事例を検討 する。 非西洋 の一連 の動 きにつ いて， 変わり ゆく世 界
資料4.1は， 日本 の明治維新 前後 の出来事を紹 介し たものであ回
。
|資料4.2は， イギ リスによ るエ ジプ トの保護国化 とムスリ ムの
抵抗 について紹介し たものである。
|資料4.3と4.4は， 西洋 との接触以前 の旧 来のアイ デンティテ ィ
と，西洋 との接 触後 の新し いアイデンティティ についてベ ン図
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